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医療事故の増加により、
国民の医療に対する不安が増大
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安心安全かつ患者を中心とした
医療サービスへの期待

安心安全かつ患者を中心とした
医療サービスへの期待

医療の安全性の向上 患者中心の医療業務の効率化

医療現場の現状

課 題課 題

医療従事者の業務量を抑えつつ、医療の安全性向上、患者中心
の医療サービスの実現に資するような、ICTの利活用が期待。

２０１０年に我が国が取り組むべき
重要な課題

54.9%患者中心の医療サービスの実現

55.5%エネルギー問題の解決

69.2%安心安全な生活環境の実現

出所

平成16年総務省「ユビキタスネット社会の動向

調査」
（出所）

厚生労働省資料

日本「衛生行政業務報告」及び「病院報告」

諸外国「OECDHealth Data98」

出所

最高裁判所医事関係訴訟委員会ＨＰ資料

医療の高度化・複雑化等により
医療従事者への負担が増加

医療の高度化・複雑化等により
医療従事者への負担が増加
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医療分野のＩＣＴの現状

医療分野は、ＩＴ化による効果が大きいと期待されるが、現
在までのところ利用者が十分にＩＴの恩恵を実感できるま
でに至っていない。（平成16年内閣府「構造改革評価報告

書」）
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かなり進んだ ある程度進んだ あまり進んでいない 全く進んでいない わからない

ICTの利活用に対する進捗状況評価 ユビキタスネット社会に対する期待

Q 2 . 2 0 1 0 年 に 向 け 日 本 社 会 が 取 り 組 む べ き 具 体 的 課 題 の 重
要 性 _患 者 中 心 の 医 療 サ ー ビ ス の 充 実

3 7 . 2 %

4 0 . 1 %

4 2 . 6 %

4 9 . 1 %

5 1 . 4 %

6 2 . 6 %

6 8 . 8 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

診 療 情 報 ・医 師 情 報 の 電 子 化 と 個 人 へ の 提 供

（電 子 カ ル テ 、 医 師 デ ー タ ベ ー ス  等 ）

在 宅 医 療 の 充 実 等 に よ る 自 宅 療 養 患 者 の 生

活 の 質 の 向 上

診 療 所 、 病 院 内 の 快 適 化 （待 合 い 時 間 の 短

縮 、 清 潔 で 過 ご し や す い 環 境 づ くり  等 ）

異 な る 医 療 機 関 間 の 連 携 強 化 （チ ー ム 医 療 推

進 、 診 療 記 録 ・医 用 画 像 の 共 有 化  等 ）

個 人 情 報 （カ ル テ 記 載 情 報 等 ）の 保 護 （プ ラ イ

バ シ ー 保 護 ）

救 急 医 療 体 制 の 充 実 （救 急 車 内 で の 治 療 の

高 度 化  等 ）

点 滴 、 輸 血 、 投 薬 、 手 術 等 の 医 療 行 為 に お け

る 医 療 過 誤 対 策

「 非 常 に 重 要 」 と回 答 n = 2 ,5 5 3

Q 3 . 「 ユ ビ キ タス ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 」 が 具 体 的 課 題 を解 決 す る こ
とへ の 期 待 _患 者 中 心 の 医 療 サ ー ビ ス の 充 実

3 1 . 5 %

3 2 . 7 %

3 4 . 8 %

3 9 . 0 %

4 1 . 8 %

4 2 . 1 %

4 3 . 1 %

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 %

在 宅 医 療 の 充 実 等 に よ る 自 宅 療 養 患 者 の 生

活 の 質 の 向 上

診 療 所 、 病 院 内 の 快 適 化 （待 合 い 時 間 の 短

縮 、 清 潔 で 過 ご し や す い 環 境 づ くり  等 ）

個 人 情 報 （カ ル テ 記 載 情 報 等 ）の 保 護

（プ ラ イ バ シ ー 保 護 ）

点 滴 、 輸 血 、 投 薬 、 手 術 等 の 医 療 行 為 に お け

る 医 療 過 誤 対 策

診 療 情 報 ・医 師 情 報 の 電 子 化 と 個 人 へ の 提 供

（電 子 カ ル テ 、 医 師 デ ー タ ベ ー ス  等 ）

救 急 医 療 体 制 の 充 実

（救 急 車 内 で の 治 療 の 高 度 化  等 ）

異 な る 医 療 機 関 間 の 連 携 強 化

（チ ー ム 医 療 推 進 、 診 療 記 録 ・医 用 画 像 の 共

「 非 常 に 期 待 」 と回 答

ユビキタスネット社会
への期待
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医療分野の情報化に向けた取組
「保健医療分野の情報化にむけてのグランドデザイン」

（厚生労働省・平成13年12月）

電子カルテシステム中心とした医療情報システムの構築のために以
下の視点で、達成目標を設定。

電子カルテの導入率（2002年10月現在）

病 院 1.2％ 診療所 2.6％

電子カルテの導入率（2002年10月現在）

病 院 1.2％ 診療所 2.6％

レセプト電算化処理システムの導入率（2005年3月）

17.5%

レセプト電算化処理システムの導入率（2005年3月）

17.5%

オーダリングシステムの病院導入率（2002年10月）

病 院 14.4％

オーダリングシステムの病院導入率（2002年10月）

病 院 14.4％

遠隔医療の普及

遠隔医療取組件数 ２８８件（平成15年度厚生労働科学

研究「遠隔医療調査研究班」の調査結果）

遠隔医療の普及

遠隔医療取組件数 ２８８件（平成15年度厚生労働科学

研究「遠隔医療調査研究班」の調査結果）

普及状況普及状況

３．医療情報の連携３．医療情報の連携

１．医療機関の情報提供１．医療機関の情報提供

２．電子カルテ等の普及促進２．電子カルテ等の普及促進

５．レセプトの電算化・オンライン請求５．レセプトの電算化・オンライン請求

４．遠隔医療の普及促進４．遠隔医療の普及促進

医療機関をネットワークで結び、患者の医療情報を医療機関で連
携活用できる仕組みを確立し、複数医療機関における継続医療を
受けられる体制整備。

医療機関の情報（診療実績、サービス内容）を第三者機関が審査の
上、患者が適正に医療機関を選択できる環境の整備。

電子カルテやオーダリングシステムの普及促進、診療情報の電子化
の促進等により、医療の質の向上、医療サービスの効率化を実現。

レセプトの電算化及びオンライン請求を促進し、診療報酬業務
の効率化・合理化を実現。

全都道府県において遠隔医療サービスを実現。

「e-Japan戦略Ⅱ」（平成15年7月）

【実現目標】

○生涯にわたる健康状態を自己管理・健康増進

○複数医療機関で継続的な医療サービスの享受

○専門家の意見を踏まえた適切な医療機関の選択

○医療機関の各種重複（検査・投薬・事務作業等）削減

○診療報酬業務の効率化及び合理化

○遠隔医療の実現
オーダリングシステム○安全対策

電子カルテシステム・オーダリングシステム・レセプト電算処理
システム・個人資格認証システム・物流管理システム

○効率化

根拠に基づく医療支援・電子カルテシステム・遠隔医療支援○質の向上

電子カルテシステム・レセプト電算処理システム○情報提供

医療機能評価の認定病院数（2005年3月）

認定病院数 1,563病院

医療機能評価の認定病院数（2005年3月）

認定病院数 1,563病院
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今後は、病室などの医療実施空間を含めた病院全体において、ユビキタス
ネット技術をも活用した高度な情報システムの導入整備が期待。

○ 医療機関の医療情報システムは、医事会計システムや臨床検査システムを端緒に導入が開始された。

○ 現在、薬剤管理、オーダリングシステム、電子カルテシステムなど、医療機関内で部分的なシステム化が進んでいる。

医療機関の情報システムの現状

病 院

物品管理システム

医事会計システム

業務管理システム

電子カルテシステム

実施情報 所 見 結果・レポート

オーダリングシステム

薬剤、検査、画像等
各部門システム

依頼

結果

手術室 病室・処置室

実施空間 ＩＣＴが未導入
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端末系ネットワーク端末系端末系ネットワークネットワーク アクセスネットワークアクセスネットワークアクセスネットワーク コアネットワークコアネットワークコアネットワーク

次世代コアネットワーク

センサ群

電子タグの高度利活用技術

• どこにいても、ネットワーク、端末、コンテンツを意識せずに、ストレスなく利用できる

• 光、モバイル、ＩＰネットワーク制御、エージェント、セキュリティ、システムＬＳＩ等の技術が重要

•• どこにいても、ネットワーク、端末、コンテンツを意識せずに、ストレスなく利用できるどこにいても、ネットワーク、端末、コンテンツを意識せずに、ストレスなく利用できる

•• 光、モバイル、ＩＰネットワーク制御、エージェント、セキュリティ、システムＬＳＩ等の技術が重要光、モバイル、ＩＰネットワーク制御、エージェント、セキュリティ、システムＬＳＩ等の技術が重要

電子タグ

センサーネットワーク技術

ＩＰｖ６化

モバイル技術
（第４世代移動通信ｼｽﾃﾑ、

超高速無線ＬＡＮ等）

宇宙通信技術
（準天頂衛星等）

フォトニック・ネットワーク技術
高度セキュリティ技術

ネットワーク・ロボット技術

シームレス接続技術、
高度認証技術

量子暗号・通信技術

ナノテクノロジーIＣT技術

ユビキタスネットを支える技術
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電子タグとは？ 特徴

■ ＩＣチップとｱﾝﾃﾅから構成■ ＩＣチップとｱﾝﾃﾅから構成

■ 電波を利用■ 電波を利用

■ ネットワークを利用■ ネットワークを利用

■ 情報量は、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの数百～数千倍■ 情報量は、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの数百～数千倍

■ 数m程度離れたところからの読取り■ 数m程度離れたところからの読取り

■ 同時一括読取り（数個～千個程度）■ 同時一括読取り（数個～千個程度）

■ 汚れ・振動に強く、経年変化が少ない■ 汚れ・振動に強く、経年変化が少ない

■ 情報の書換えが可能■ 情報の書換えが可能

■ センサと組合せ、ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報を提供■ センサと組合せ、ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報を提供

ユビキタスネット技術－電子タグ－

・身の回りの様々な物に電子タグを埋め込み、その情報を読み取ることにより、ネットワークを介して
データベースより必要な情報を入手することが可能。
（例えば、食品の産地や賞味期限、薬品の効能や副作用、書籍の作家の他の作品等）

・さらに、このような情報を利用することで在庫・流通管理の自動化、複数の薬の危険な飲み合わせ
に関するアラームの自動発出等の国民生活の利便性の向上が期待。

リーダ （読取器）

データベース

ネットワークを介してデータベース
より情報を入手

ユビキタスネットワーク

食品

薬

書籍

「ユビキタス」とは、ラテン語で『遍在する（いたるところに存在する）』という意味。
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ユビキタスネット技術－ユビキタスセンサーネットワーク－

DB
サーバ

センサ

データセンター

・安定したマルチホップ
無線ネットワークを実現

・トラヒック管理

・高感度、高認識率
・自分で誤差を修正
・極地にも置ける耐環境
・どんな隙間にも置ける小型化
・電池長持ちの省消費電力

・センシング結果の蓄積
・状況判断の知識ベース
・セキュリティの確保

アプリケーション開発連携、ツールの提供

・近くの通信出来る相手を探し
て自動でネットワーク構成

大丈夫です
か!?

101

102

103

104

105

106

104号室の
○川X男さん

異常ランプ点灯!
至急確認に向かって

下さい
位置、心拍数、体温、脈拍数等
個人毎に登録したデータを
自動送信。
正常範囲外の場合、通知

＜利用例＞
・異なるプラットフォーム間でも処理をやりとり
・アプリケーションの連携＜ネットワーク構成＞

ユーザ端末

・相互干渉や無駄な通信の防止

・センサの位置を検出
・センサの同期をとる
・センサを最適に配置
・個々のセンサを管理

【センサー技術、プロセッサ技術】
【無線技術】

【センサーノード制御】
【ネットワーク制御】

【ミドルウェア】

【アプリケーション開発】・ノード管理
・遠隔保守運用

【システム運用】

人やモノの状況、周辺環境等を自動認識し、センサー同士の自律的な情報の流通を実現、状況へ
のリアルタイムな対応を実現。
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アメリカにおける生体への電子タグの植え込み事例

2004年10月13日、アメリカ食品薬品局（FDA）

RFIDチップを人体に植え込むことを承認。

「VeriChip」と称するRFIDタグを製造しているApplied 
Digital社は、人間の上腕部分の筋肉に小さなRFIDタグを植
え込み、本人認証を実施。

患者情報はデータベースに厳密に管理されており、事故
や病気になったときに、リーダーで情報を読み取り、
データベースと照合して的確で迅速な治療が可能。

アルツハイマー病、
事故など本人の口
からの情報入手
が困難

本人認証 適切な医療措置

16ケタID番号だけを

チップから読み出す

ID番号

暗号化された患者の
医療情報

VeriChip社が管理するデータセンター

８



電波発射源
医用機器

医用機器に与える影響医用機器に与える影響人体に与える影響人体に与える影響

人体

電波が人体や医用機器に与える影響

心臓に鼓動を促す電気信号（ペーシ
ングパルス）への干渉の発生

画面の乱れ等
の発生

※ わが国の電波防護指針は、国際ガイドラインと同等。

「各種電波利用機器の電波医用機器への
影響を防止するための指針」を策定

（平成17年総務省）

「各種電波利用機器の電波医用機器への
影響を防止するための指針」を策定

（平成17年総務省）

「電波防護指針」を策定
（平成２年電気通信技術審議会答申・平成９年追加）

「電波防護指針」を策定
（平成２年電気通信技術審議会答申・平成９年追加）

電波防護指針を制度化
（平成１０年電波法施行規則に規定）

電波防護指針を制度化
（平成１０年電波法施行規則に規定）

１．電波の強度に対する安全施設の設置の義務付け。

２．人体頭部に吸収さえるエネルギー量の許容値として規定。

人体に影響を及ぼさない電波の強さの指針を策定

「各種電波利用機器による影響調査」
を実施（平成12年～１６年度）

「各種電波利用機器による影響調査」
を実施（平成12年～１６年度）

「医用電気機器への電波の影響を防止する
ための携帯電話端末等の使用に関する指針」

（平成９年電波環境協議会）

「医用電気機器への電波の影響を防止する
ための携帯電話端末等の使用に関する指針」

（平成９年電波環境協議会）
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本検討会の視点

業務の効率化・安全性の向上業務の効率化・安全性の向上 患者中心の医療サービス患者中心の医療サービス

◆一人当たりの業務負担を軽減

◆医療過誤等の削減

◆医療資源（医療機器、病床等）

の効率的運用

◆薬剤、材料等の在庫管理の効率化

無駄の削減

◆医療機器等の資産管理の効率化

◆患者の望む医療を、いつでも、どこ

でも享受できること

◆患者が安心して自分の望む医療

を享受できること

◆自宅等において、自己の診療録・健
診データ等をいつでも把握・今後の予
防対策を実現

業務の効率化・安全性の向上及び患者中心の医療サービスの実現ため、これま
での医療の情報化の進展を踏まえ、電子カルテシステムやオーダリングシステム
等の整備を基礎として、新たにＩＣＴに活用可能性を検討。

医療機関の業務過程や医療事故等の発生要因等の分析、医療関
係者等へのヒアリングを通じて、ユビキタスネット社会における新た

なＩＣＴの利活用の可能性と、そのための環境整備等を検討。
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本検討会における検討イメージ

診察 実施準備調剤指示受付

医療機関内での利活用医療機関内での利活用

在宅医療での利活用在宅医療での利活用

データセ
ンタ

健康マット

脂肪厚計生活リズム計測

携帯情報端末 体重計

災害時等での利活用災害時等での利活用地域間での利活用地域間での利活用

中核病院・療養型病院 開業医

民間検査機関訪問介護ステーション

医療行為や医薬品等に関する情報等が連携

関係機関が連携

ＩＣＴにより、関係機関が連携して被
災患者を早期発見、医療機関への
迅速な搬送

自己の健康管理を自宅等で実現

１１



医療ＩＣＴ化の進展イメージ その１

製薬会社

納品

発注

医療情報（診療情報、在庫情報、経営情報等）
基礎年金番号

生年月日

配偶者氏名
氏名

年金名称
制度名称

79110162811150
昭和１３年０６月２５日

鈴木 一郎

老齢厚生年金
鈴木 良子

厚生年金保険
0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

1 2 3 4

内訳分析

＊＊＊＊＊＊＊＊

84 %

診察室・病室

使った分だけの
補充により無駄

がなくなった

事務管理室

患部の様子
を見ながら説
明すると・・

なるほど！
これならよく分か

りますね。

患者さんへの投
薬ミスもアラーム
が知らせてくれる

○病の予
防には、
△が重要

だな

小児科の実績が思わし
くないが、人員配置を見

直した方がいいかな

転院先に診療
情報を送ってお

きます

病院内

倉庫・資材部

コスト分析で経営改善
医薬品・材料のﾘｱﾙﾀｲﾑの

在庫把握と迅速な発注

地域医療・連携の質を向上

患者に対する治療方法の分かりやすい説明

ヒヤリハット、事故が減少
データの蓄積と分析で

根拠に基づいた医療を実現

カルテ情報の検索・
管理が容易

診察も会計
も待たされ

ない

医事会計

患者の待ち時間短縮

100100

5050

0  H10  11   12   13   140  H10  11   12   13   14

いままでの診療が
よくわかるので、
引き継ぎも安心

他の医療機関

服薬指導の
質も向上

薬局

研究機関

１２「出典：IT戦略本部 評価専門調査会 第三次中間報告書



２００５ ２０１５～２０１０

全生活圏ユビキタス化

病院ユビキタス空間化
医療過誤の防止・病院情報化

ホームケアユビキタス化

超高齢者社会への対応・病院医療から健康予防への移行

医薬品・医療材料の自動管理化

手術室・集中治療室・病棟の空間知能化

病院空間知能化（動態モニタ）

在宅医療モニター・ホームケア電子化（脈拍、心電図）

ユビキタス健康モニタリング

統 合

医療ＩＣＴ化の進展のイメージ その２
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検討会の開催スケジュール（案）

医療関係者等に対するヒアリング１１月

１．推進方策の検討

２．報告書案の審議

第４回

（３月中旬）

１．医療分野におけるＩＣＴを活用した先進的な取組・検討事例の紹介

２．ＩＣＴを導入するに当たっての技術的条件、研究開発課題等の検討

３．報告書の骨子案の検討

第３回

（２月上旬）

１．医療分野におけるＩＣＴを活用した先進的な取組・検討事例の紹介

２．ヒアリング結果の報告（課題や期待等の整理・検討）

３．ＩＴの果たすべき役割・利活用の具体化の検討

第２回

（１２月上中旬）

１．検討会の開催及び運営方針の確認

２．検討会の趣旨説明

３．ＩＣＴの技術動向・研究開発の取組状況

４．医療現場の現状及び期待

第１回

（10/28）

検討議題（案）開催時期

１４



参考資料



平成14年 患者調査の概況

年齢階級別にみた推計患者数の年次推移年齢階級別にみた推計患者数の年次推移



（出所）日本「医師施設調査・病院報告」医師・歯科医師、薬剤師調査」

諸外国ＯＥＣＤ「Ｈｅａｌｔｈ Ｄａｔａ」より厚生労働省作成

我が国と諸外国の医療従事者の国際比較我が国と諸外国の医療従事者の国際比較



ヒヤリ・ハット事例の分析結果 －発生場面－ヒヤリ・ハット事例の分析結果 －発生場面－

第１２回・第１３回ヒヤリ・ハット事例収集事業の収集結果。

対象期間：平成16年4月から9月までに発生した事例に基づき

同年5月25日より11月23日までに報告されたもの。



その他

判断に誤りがあっ
た

その他

夜勤明けだった

夜勤だった

当直あけだった

当直だった

作業が中断した

勤務の管理に不備

多忙であった

その他

無意識だった

思いこんでいた

他のことに気を取
られていた

緊張していた

イライラしていた

慌てていた

その他

観察が不十分で
あった

その他

確認が不十分で
あった

発生要因詳細

10551

13407判断

487

275

275

83

346

694

135

7655勤務状況

2038

2352

8364

3933

793

377

5612心理的条件

434

24848観察

1086

54063確認

件数発生要因

ヒヤリ・ハット事例の分析結果 －発生要因－ヒヤリ・ハット事例の分析結果 －発生要因－

第１２回・第１３回ヒヤリ・ハット事例収集事業の収集結果。

対象期間：平成16年4月から9月までに発生した事例に基づき

同年5月25日より11月23日までに報告されたもの。


